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第３回公立学校研究指導員会では、中村第一中学校、大野小学校、桜丘小学校の授業実践発表
とそれをもとにした協議を行いました。また、各発表の後には、目黒朋子先生、桜丘小学校の加藤
政記教頭先生よりご指導をいただき、授業改善について理解を深めることができました。今回は
３校の授業実践とご指導いただいた内容をまとめましたので、参考にしていただければと思いま

す。

桜丘小学校の実践 第６学年 社会科 「縄文のむらから古墳のくにへ」

【ＲＳやってみました！シート】 ○ 国語の辞書が準備されていて、親
密度の低い言葉はすぐに調べられる
ように環境を整えている。

○ 板書に出土品の番号を整理し、教科
書の資料と本文の内容を照合するな

どイメージ同定を取り入れていた。
○ 「むら」から「くに」へ発展したり、米
づくりをきっかけに「指導者」から「豪
族」へ力を強めていったりした様子を
絵に表現し、交流を図ることで理解
を深めさせていた。

○ 「ここ」や「このころ」などの指示語
が示す内容を問い返すことで、読解力
向上を図っていた。（照応解決）

【授業外での取組】
１ 朝の時間にリーディングスキルタイムを設定している。
・ 語と語のつながりや言葉のまとまりを意識させて、全学年で視写に取り組んでいる。

・ 中・高学年は、段落構成や箇条書きの仕方等を学ぶことを中心に、新聞記事の要約や自分
の考えを書く活動を取り入れている。

２ 普段の授業づくりの指導改善に生かせるように、読解力向上に関する教員研修を計画的に実
施している。

３ テストや家庭学習などにおける読みのプロセスの価値付けをしている。

中村第一中学校の実践 第１学年 理科 「動物の分類」

【ＲＳやってみました！シート】 ○ セキツイ動物がいくつかの特徴から
５つのグループに分けられることを理
解し、具体的にさまざまなセキツイ動
物をそのグループに分類できるよう
になることを目指した授業だった。

○ 分類名に対応する生物の写真を指
し示させたり、動物の「からだのつく
り」を自身の身体（ホニュウ類）に対応
させたり、写真のどの部分かを指し示
させたりして、捉えることができるよ

うにした。（具体例同定）

実践発表校の【ＲＳやってみました！シート】は、各校の研究指導員の先生が持ち帰っていますので、参考にしてください。

資料４



大野小学校の実践 第４学年 社会科 「ごみのしょりと利用」

○ はじめに教科書の本文から主語、
述語を見つけ、ラインを引かせた。
主語は赤、述語は青と全学年で

共通として取り組んでいる。

○ 次に○は○に ○を のカードを準備し、板書するときに黒板に
貼った。それによって、主語、述語、目的語などが強調さ
れ、資源物のリサイクルの流れを理解させるようにした。

（係り受け解析）

○ 主語などを意識させることで、「何が」「どこへ」運ばれ、
リサイクルできないものは手作業によって取り除かれるこ
とが理解できた。

指導助言

〈相馬市立桜丘小学校 加藤政記教頭先生より〉

○ 「授業お役立ちシート」は、教師が事前に作成・活用するとよい。教師が、児童
生徒の実態を考えながら、シートを活用することで、授業改善につながっていく。

○ 具体例同定は、定義をもとにして、言葉と図を対応させる活動を行うとよい。
○ 教科書を正しく理解させるためには、まずは、音読させることが有効である。
黙読では、音読できない子を見取ることができないし、音声で聞くことで理解を
助けることもある。授業で音読させることは大切である。

○ 「文の読み方を明示的に指導する」ことは、教師側から押しつけられて線を引
いたり、丸で囲んだりすることではない。児童生徒がその方略を使うとどのよう
な効果があるのかを理解し、自発的に使えるように説明することが必要である。
また、方略を用いたことや用い方をほめてあげて、価値付けすることが大切であ
る。

〈目黒朋子先生より〉

○ 各校の指導案にRSの視点があるが、６項目７分野のどの視点なのか、先生方
がよく理解しないで、間違った視点で授業を行っている。再度、新井紀子先生の
本を読み、正しく理解してほしい。

○ 児童が主語・述語を理解していることを見取れているなら、目的語を意識させ
て文章構成を理解させるなどレベルアップを図ってよい。

○ 教科書に答えが載っている場合があるので、教科書を見せないで子どもたち
に考えさせたいと考える先生もいるが、自分の考えの根拠となる文、資料が書い
てあるので、教科書は使用した方がよい。


